Theory of Market Value on Karl Marx by 東井 正美 & Toi Masami
マルクスの「市場価値」論について
著者 東井 正美
雑誌名 關西大學經済論集
巻 19
号 6
ページ 711-737
発行年 1970-02-20
その他のタイトル Theory of Market Value on Karl Marx
URL http://hdl.handle.net/10112/15105
7 I I 
論ー文
マ、Jレクスの「市場価値」論について
東井 正美
I 問題の所在
周知のように，『資本論』第3巻第2篇第10章「競争による一般的利潤率の
均等化。市場価格と市場価値。超過利潤」1)のなかで， 市場価値の規定にかん
して，「不明瞭な箇所」とか「曖昧な箇所」とか呼ばれている箇所がある。こ
の問題の箇所は，下記の通りである。
〔I〕 「最悪の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市
場価値を規制するということは，ただ異常な組合せのもとにおいてのみ，行な
われることであって，その市場価値もやはり諸市場価格の変動の中心をなす
―と言っても，諸市場価格は同種の諸商品にとっては同一である」2) (ゴジッ
ク体は東井）。
〔I〕 「これに反して，需要が強くて〔stark〕，最悪の諸条件のもとで生産
される諸商品の価値によって，価格が規制されても需要が収縮しないほどであ
れば，これらの商品が市場価値を規定する。このことが可能なのは，需要が普
通の需要を越えるか，または，供給が普通の供給以下に減少するかするばあい
のみである。最後に，生産される諸商品の量が，中位の市場価値で販路を見出
す程度以上に大きければ，最良の諸条件のもとで生産される諸商品が，市場価
値を規制する」a) (〔 〕内も，ゴジック体も東井）。
〔lI〕 「需要が供給にくらべて弱ければ，有利に生産される部分が—その
多少にかかわらず—その価格をその個別的価値にまで収縮することによっ
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て，無理やりに場所を占める。市場価値は，供給が需要を甚だしく超過するば
あいを除けば，最良の諸条件のもとで生産される諸商品の個別的価値とは一致
しえない」4) (ゴヂック体は東井）。
〔w〕 「第 1の偏俺〔Abweichung〕は，商品量が過小なばあいには， つね
に，最悪の諸条件のもとで生産された商品が，市場価値を調節し，過大なばあ
いには，つねに，最良の諸条件のもとで生産された商品が，市場価値を調節す
るということであり，したがって，相異なる諸条件のもとで生産された諸量のあ
いだの単なる比率からすれば，別の結果が生ずるはずにもかかわらず，両極の一
方が市場価値を規定する， ということである」5) (〔 〕内も，ゴヂック体も東井）。
上の引用箇所は，いずれも，需給の不均衡なばあいでの，市場価値にかんす
る諸規定である。そこで，上の〔I〕と〔I〕と〔W〕の箇所での，ゴジック
体の市場価値は「市場価格」の誤記と見なされるべきである6)' という見解さ
えも出る始末である。はたしてそういえるであろうか。これについて，すでに
拙稿「いわゆる『不明瞭な箇所』一ーベワレクスの市場価値論について」7)にお
いて，とりあげた。その後，井上周八氏が，「『差額地代』と『価値』—白杉
庄一郎教授の所説に関連して」s) という一連のすぐれた労作をものにされてい
るが， そのなかでいわゆる「不明瞭な箇所」にも精力的に取り組んでおられ
る。その「不明瞭な箇所」についての諸解釈をも検討されているが，そのさい拙
稿をとりあげていろいろと批判されている。例えば，「『組合せ』の問題と需給
の特殊な場合を取扱った『不明瞭な箇所』の問題とをある場合には同一視ない
し混同しているという点への疑問である」。たしかに，わたくしの叙述にも表
にもそのような疑問を与えるようなふしがあった。それで，再度，本稿でマル
クスの「市場価値」論をとりあげる，ことにした。そのさい，前稿では手さぐ
りのまま放置しておいた点をも明らかにし，かんがえちがえをしていた点も訂
正することにした。井上氏の御批判には本稿全体で答えることにしよう。
1) Karl Marx, Das Kapital, Bd. Il, Marx-Engels-Lenin-Institut, Moskau, Dietz 
Verlag Berlin, 1956, S. 197-226. 以下， KlI.S. 197. というふうに略記する。 Karl
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Marx, Das Kapital, Bd. II, Bd. 25 der Werke von Marx und証gels,Institut 
fur Marxismus-Leninismus beim ZK der SEd, Dietz Verlag Berlin, 1964, S. 
182-209. 以下， KI (Werke) S. 182というふうに略記する。
向坂逸郎訳『資本論」第3巻第1部（岩波書店， 1967年6月）218-250ページ。以下，
向坂訳本1/II,213. というふうに略記する。長谷部文雄訳「資本論」③，「世界の大思
想」 <20>(河出書房， 1964年i2月）版， 150-71ページ。以下，長谷部訳本③150. とい
うふうに略記する。マルクス＝エンゲルス全集刊行委員会訳『資本論」④ （大月書店，
1967年6月） 218-50ページ。以下，委員会訳本④218. というふうに略記する。訳文は
向坂訳本によるも，断わりなしに随時訳しかえた。その際，長谷部訳本も，委員会訳本
も―とくに，長谷部訳本一一＿，参考にした。
2) KIIIS. 203. KIII(Werke), S.188. 向坂訳本1/II,220. 長谷部訳本③155. 委員会訳本
④ 225. 委員会訳本では， Marktwertが「市場価格」と，無断で改訳されている。
3) KIIIS. 204. KIII (Werke)S. 188. 向坂訳本 1/皿， 220-21.長谷部訳本⑧155. 委員会
訳本④225-26. 
4) KIIIS. 210. KIII(Werke)S. 194. 向坂訳本1/II,.227-28. 長谷部訳本③160. 委員会訳
本④232. 
5) KIIIS. 211. KIII (Werke)S. 195. 向坂訳本1/II,229. 長谷部訳本③160-61. 委員会訳
本④233-34. 
6) 山本二三丸「価値論研究」（青木書店， 1962年6月） 144-46. 
7) 「いわゆる「不明瞭な箇所」一—•マ｀］レクスの市場価値論について—，関西大学 r経
済論集」第17巻第5号（昭和42年12月号）。
8) 井上周八「『差額地代」と「価値」 (1)-白杉庄一郎教授の所説に関連して一~」『立
教経済学研究」第22巻第2号（昭和43年7月）， 「『差額地代」と「価値」 (2)』『立教経済
学研究」第22巻第3号（昭和43年12月）， 「『差額地」と「価値J(3)」「立教経済学研究』
第22巻第4号（昭和44年2月），「「差額地代」と『価値」 (4)」「立教経済学研究」第23
巻第 1号（昭和44年5月） 「「差額地代』と「価値」 (5)」 「立教経済学研究」第23巻第
2号（昭和44年7月），「「差額地代」と「価値」 (6)」「立教経済学研究」第23巻第3号
（昭和44年12月），「「差額地代」と「価値」 (7)『立教経済学研究」第23巻第4号（昭和
45年1月）
?
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I 価値と価格．市場価格と市場価値
少しやっかいなことではあるが，価値と価格，市場価格と市場価値，これら
の言葉の吟味からはじめることにしよう。マルクスが市場価値の説明に這入る
のは，第10章「競争による一般的利潤率の均等化。市場価格と市場価値。超過
利潤」での，次のパラグラフにおいてである。
「相異なる諸生産部面の諸商品が， それらの価値どおりに売られるという仮
定は，言うまでもなく，諸商品の価値が重心となって，諸商品の諸価格はこの
重心をめぐって運動し，諸価格の不断の上昇と低落とがこの重心に平均化され
る，ということを意味するにすぎない。そのばあいさらに，古扇砿砿〔Markt-
wert〕一これについては後に述べる一ーが，相異なる諸生産者によって生産
される，個々の諸商品の個別的価値から，つねに区別されるべきであろう。こ
れらの諸商品中の若干のものの個別的価値は，市場価値以下であり（すなわち，
その生産には，市場価値が表現するよりも，少ない労働時間を必要とする）， 他のもの
のそれは，市場価値以上であるであろう。市場価値は，一面では，一部面で生
産される諸商品の平均価値と見られるべきであり，他面では，その部面の平均
的諸条件のもとで生産され，その部面の生産物の大量をなす諸商品の個別的価
値，と見られるぺきであろう。最悪の諸条件，まは最良の諸条件のもとで生産
される諸商品が市場価値を規制するということは，ただ異常な組合せのもとに
おいてのみ，行なわれることであって，その市場価値もやはり諸市場価格の変
動の中心をなす一ーと言っても，諸市場価格は同種の諸商品にとっては同ーで
ある。平均価値での，または，両極のあいだにある商品量の中位価値での，諸
商品の供給が，普通の需要を充たすばあいには，市場価値以下の個別的価値を
もつ諸商品は，特別剰余価値，または超過利潤を実現するが，他方，市場価値
以上の個別的価値をもつ諸商品は，そのうちに含まれている剰余価値の一部分
を実現しえない」1) (ゴジック体は東井）。
だれもが知っている，このマルクスの市場価値にかんする説明を正しく理解
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するために， 『剰余価値学説史』（第2部）での， 市場価値にかんするマルク
スの説明を聞くことが，きわめて便宜的である。 . .. 
「一般的結論はこうだ，―この等級の生産物がもつ一般的な価値 (der
allgemeine Wert)は，すべてのものにたいして同ーである，その価値がそれぞ
れの個々の商品の個別的価値にたいする関係がたとえどうであろうとも。この. . . . . . . . 
共通的な価値こそ，これらの商品の市場価値 (Marktwert)であり， それらの
商品がそのもとで市場に現われるところの価値である。この市場価値を貨幣で. . . . 
表現したものが市場価格 (Marktpreis)であって， それは， 価値を貨幣で表現
したものが一般に価格であるのと同様である。現実の市場価格は，この市場価
値のあるいは以上であり，あるいは以下であって，市場価値に一致することは
偶然にすぎない。しかし，ある期間においてはその諸変動 (Schwankungen)は.... 
平均される。そこで，現実の市場価格の平均は，市場価値を表示する市場価格
だ，と言うことができる。現実の市場価格が，その大きさから見て，すなわち
鍼的に，ある与えられた瞬間にこの市場価値に一致しようとすまいと，いずれ． 
にしても現実の市場価格は市場価値と共通の質的規定をもつ。その規定という
のは，市場にある同一生産部面のすべての商品は（もちろん質は等しいと前提
。・・
して）同じ価格をもっ，すなわち事実上この部面の諸商品の一般的な価値を表
現する，ということである」2)0 
上のマルクスの引用文中において，「価値を貨幣で表現したものが一般に価
格である」，といわれている。つまり， 価値の貨幣的表現が価格である， いう
のである。これとまったく同じ意味のことが，問題の第10章の前の章，すなわ
ち第 9章 r一般的利潤率（平均利潤率）の形成と商品価値の生産価格への転化」
において，次のように言われている。すなわち， 「他面では， 社会的総資本に
ついて見るならば，それによって生産された諸商品の価値額（または貨幣で表
. . . . . . . . . 
現されればその価格）は，不変資本の価値プラス可変資本の価値プラス剰余価
値に等しい，ということは明らかである」3) (傍点は東井）。このように， マル
クスは，諸商品の価格をそれら価値額の貨幣的表現と言っているのである。し
5 
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たがって，諸商品の価値額の貨幣的表現としての，価格という言葉のつかいか
たが，マルクスによっ-てなされていることは，確かである。では，諸商品の価
値額の貨幣的表現としての価格とは何か。この価格は，数量的にも中身におい
ても，まった＜価値と同じであって，けっきょく，貨幣で表現された商品の価
値としかいいようがないものである。その名称の相違を明らかにするために，
一つの生産部面において相異なる三つの諸条件ー一すすなわち，中位的諸条件と
その両極には最良と最悪—があると想定して，その生産部面での価値と価格
を以下に示しておこう。そのさい，それぞれの不変資本の不等の部分が生産物
の価値に入り込むものとしてある。その他の事情は不変である。
諸条件別 資本 剰余価値率 剰余価値消費されたC 商品の価値費用価格
最悪 soc+2ov 100% 20% 50 - 90 ― 70 
中位 85c+15V 10096 1596 40 - 70 55 
最良 90c+10v 100彩 10劣 30 50 40 
、そうすれば，価値と価格一生産価格のことではないーは以下のようになる。
最悪； 50c+2ov+2om. 利潤率=20形 価値=90. 価格=90(=70+100><20%)
中位； 40c+l5v+15m. 利潤率=15彩 価値=70. 価格=70(=55+100Xl5彩）
最良； 15c+10v+10m. 利潤率=10笈 価値=50. 価格:=50(=40+100X10形）
このように価値と価格は，数量的面から見ればまったく同じである。価値も
90ならば，価格も90である。ただ，違っている点は形態だけである。価値は，
不変資本の価値プラス可変資本の価値プラス剰余価値に等しい。価格は，不変
資本の価格プラス可変資本の価格，これに不変資本プラス可変資本の総価値に
たいする剰余価値の比率，すなわち利潤率ー一これは平均利潤率のCとではな
ぃ—に応じての，利潤を付加したものである。いずれにしても，価格は，価
値の貨幣的表現といえよう。
ところで，マルクスは，問題の第10章において，価値の単なる転化形態とし
ての価格，または価値の貨幣的表現としての価格と言う言葉のかわりに， 「価
値価格 Wertpreis」という言葉を使っているのは，興味深い。
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たとえば貨幣をもってするそれ
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「まず明らかなことは，諸商品価値の評価，
•ま
，? ただ諸商品価値の交換の結果でのみありうるということ，また，. . . . . . .. 
て，われわれがかような評価を前提するばあいには，われわれは，
したがっ
これを商品
価値と商品価値との現実の交換の結果として見なければならないということ，
である。 しかし， かような，諸商品の現実の価値どおりの交換は，
かにして成立したのか？
われわれはまず，相異なる諸生産部面におけるすべての商品が，
そもそもい
それらの現
実の諸価値どおりに売られるものと，仮定しよう。そのばあいはどうであろう. . . . .
きわめて種か？ 前に展開されたところによれば，相異なる諸生産部面には，. .. . . . .. . . . . . . .
々に異なる諸利潤率が行なわれるであろう。諸商品がそれらの価値どおりに売．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
られるか（すなわち，それらに含まれている価値に比例して，それらの諸価値．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．
価格〔Wertpreis〕どおりに，相互に交換される）ということと，諸商品の販売が，
諸商品のそれぞれの生産のために前貸しされた諸資本の等量にたいして，等し． 
い大いさの諸利潤をもたらすような諸価格で，諸商品が売られるか， というこ
ととは，明らかに二つの全く異なる事柄である」4)(傍点も，〔
上のマ｝レクスの引用文中での，
は，商品の諸費用価格に，諸利潤率に応じての不等な諸利潤が不加されること
〕内も東井）。
諸商品の 「価値価格 Wertpreis」 とあるの
によって成立する諸価格，すなわち，価値の単なる転化形態としての価格を，
表現するのに， 当を得，妙を得ている。以下，諸商品の諸価値の単なる転化形
態としての諸価格を， または価値の貨幣的表現としての価格という言葉のかわ
りに，「諸価値価格 (Wertpreis)」という言葉を使用することにしよう。
それはそれとして， マルクスは，「生産価格」のことを単に 「価格」 と呼ん
でいる。マルクスは言う，「ある平均利潤が，したがって，ある一般的利潤率が
その額が剰余価値の額に等し成立するばあいには，つねに•••この平均利潤は，
ぃ，社会的平均資本にたいする利潤以外の何ものでもありえない，そしてこの. . . . . . . . .. . . . . . . . . . .. . .  . . 
平均利潤の諸費用価格への付加によってもたらされた諸価格は，生産価格に転. . . . .. . . .  .. . . .. 
化された諸価値以外の何ものでもありえない」4)(傍点は東井）ここでは，「価格」
?
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とは「生産価格」のことである。前出しの引用文中において，「諸商品の販売が，
諸商品のそれぞれの生産のために，前貸しされた諸資本の等量にたいして，等し
い大いさの諸利潤をもたらすような諸価格」とあるが，この価格は，生産価格の
ことであることは言うまでもない。この生産価格に｀ついて，マルクスは言う，「種. . . . . 
々の生産部面の種々の利潤率の平均が引き出され，この平均が種々の生産部面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . .. . 
の費用価格に付加されることによって成立する価格，これが生産価格である。
生産価格の前提は，一般的利潤率の存在であり，一般的利潤率は，また，別々に. . . . 
見られた各特殊生産部面における利潤率が，すでに生産部面と同じ数だけの平．．．．．．．．．．． 
均に整約させられていることを前提とする。これらの特殊の利潤率は，各生産
m ••••• 
部面においてーであり，そして，本巻の第 1篇でなされたように，商品の価値C ・・・・・。．．．．．．．． ．．．．．．． 
から展開されるべきものである。この展開なくしては，一般的利潤率は（した. . . . . . . . . . . . . . 
がってまた商品の生産価格も）無意味にして，無内容な一観念たるにとどま
る。かくして，商品の生産価格は，商品の費用価格，フ゜ラス，一般的利潤率に
対応して百分比的に費用価格に付加される利潤，に等しい。すなわち商品の費
用価格フ゜ラス平均利潤に等しい」5) (傍点は東井）。
このように，マルクスは，費用価格プラス平均利潤によって成立する価格，
すなわち生産価格のことをも単に「価格」と呼んでいる。マルクスは，「価格」
という言葉を，二通りの使い方をしているわけである。同じく価格といって
も，価値の貨幣的表現としての価格，つまり「価値価格」を指すばあいと，費
用価格フ゜ラス平均的利潤としての生産価格を指すばあいとでは，おのずから異
なったものとなっている。「価値価格」には， 前貸し総資本にたいする剰余価
値の率，つまりさまざまな利潤率が前提されているが，これとは違って，生産
価格には一つの一般的利潤率が前提されている。したがって，マルクスが，「価
格」というばあいには「価値価格」．を指しているのか，同一部面での個別的生
産価格または相異なる諸部面での生産価格を指しているのか，または，一般
的生産価格を指しているのかどうかを，良く考えなければ，マルクスの「市場
価値論」を.TEしく理解できない。したがって， これを識別することが肝要であ
8 
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る。
いよいよ，市場価値と市場価格との対応関係について考えて見よう。先に引
用しておいた，「剰余価値学説史」 （第2部）において述べられているように，
同種の諸商品の個別的価値がいかに相違しようとも，これらの同種商品は，同
ーの市場においては一般的な価値 (derallgemeine Wert)をもたなければなら
．．． 
ない。そしてこの共通的な価値のもとに諸商品の諸価値が市場に現われるので
ある。
この共通的な価値こそが市場価値なのである。この一般的な価値すなわち市
場価値が平均価格と一致するのは，この市場価値＝平均価格で商品を購入しう
る，支払能力ある社会的欲望の量が存するばあいにおいてのみである。さらに
後段で。市場価格も，市場価値と同じような質的規定をもつ。同種の諸商品の
．．．．．． 
「価値価格」がいかに相違しようとも，これらの同種諸商品は，同一の市場に
おいては一般的な生産価格 (derallgemeine Produktionspreis)をもたなければ
ならない。この共通的な価格こそは，それぞれの「価値価格」または個別的生
産価格にたいする関係がたとえどうであろうとも，同一の市場における同種の
諸商品にとっては同ーである。 この共通的な価格こそが，市場価格なのであ
る。したがって，次のように関係づけることができよう。
． 
「価値」 Wert(または，個別的価値）：市場価値 Marktwert (または，一般
的な価値 derallgemeine Wert) =「佃給」 Preis:市場価格 Marktpreis'(また
は，一般的な生産価格 derallgemeine Produktionspreis) 
マルクスは，この一般的な生産価格について，第 6篇第38章「差額地代。総
論」（『資本論』第3巻）において，次のように述べている． 「この生産価格
は，前に考究されたように，各個の生産的産業家の個別的費用価格によってで
はなく，その生産部面全体における資本の平均的諸条件のもとで，その商品が
・・・・・。
平均的に費消された費用価格によって，・規定されている。それは実際に市場生
．．． . . . . . 
産価格であり，その諸振動から区別された平均的市場価格である o諸商品の価値
の性質が表示されるのは，すなわち，商品の価値が，一定の商品量または個々の商品の生， 
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産のために，個別に一定の個々の生産者にとって必要な労働時間によってではなく，社会
的に必要な労働時間によって，市場に存在する商品種の社会的に必要とされる総量を，社
会的諸生産条件の与えられた平均のもとで生産するために，必要とされる労働時間によっ
て，規定されていることが，表示されるのは，一般に，市場価格の態容においてであり，’
さらには調節的市場価格，または市場生産価格の態容においてである」7)(傍点は東井）。
このように，この生産価格は実際に市場生産価格〔Marktproduktionspreis〕で
あり，その諸振動〔Oszillationen〕から区別された平均的市場価格 (derdurchsc-
hnittliche Marktpreis)である。諸商品の価値の性質（商品の価値が，社会的平
均的諸条件のもとで生産されるに社会的に必要な労働時間によって規定されて
いること）が表示されるのは，一般に市場価格の態容 (dieGestalt des Marktp-
reises)においてであり，さらには調節的市場価格(derregulierende Marktpreis) 
または市場生産価格 (Markrproduktionspreis)の態容においてである。
マルクスは，「市場価格」という言葉でもって，この市場生産価格， または
「平均価値」の貨幣的表現としての「平均価格」のことをさして言ったり，と
きには個別的生産価格のことを指して言ったり，ときには相異なる諸部面で成
立する相異なる諸市場生産価格のことを指し，ときには一般的生産価格を指し
ていったりしている。この点の識別も肝要である。
市場価値は，同一種類の諸商品の諸個別的価値が同一市場においてもたなけ
ればならない共通的な価値 (dergemeinschaftliche Wert), または一般的な価値
(der allgemeine Wert)である。市場価格は，同一種類の諸商品の諸個別的価
格が同一市場においてもまたなければならない共通的な価格，または一般的な
生産価格 (derallgemeine Produktionspreis)である。そして，市場価格は，貨
幣で表現された市場価値である。したがって，次のような対応関係がある。す
なわち、，市場価格のその貨幣で表現された市場価値にたいする関係は，生産価
格のその貨幣で表現された市場価値にたいする関係に等しいのである。
ここで，第10章「競争による一般的利潤率の均等化。市場価格と市場価値の
超過利潤」における冒頭で述ぺられていることに振り返らねばならない。
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マルクスは，まず「一部の生産部面は，それにおいて充用される資本の中位
組成または平均組成を，すなわち全然または近似的に，社会的平均資本の組成
を，もっている。これらの部面にあっては，生産される諸商品の生産価格は，
貨幣で表現されたそれらの商品の価値と，全然また近似的に一致する。他の仕
方では，数学的極限に達せられないとしても，この仕方では達せられるであろ
う」と述べてから，次のように言う。
「競争が，各部面における諸生産価格が，•これらの中位組成の部面における諸生産価格，
すなわち K+KP'(費用価格プラス平均利潤率と費用価格との積）にならって形成される
ように，社会資本を，相異なる諸生産部面のあいだに分配する。しかし， この平均利潤率
は，かの中位組成の部面，したがって，利潤が剰余価値と一致する部面における百分比的
に計算された利潤にほかならない。かくして，利潤率は，すべての生産部面において同じ
である。すなわち，資本の平均組成が支配する，この中位の生産部面の利潤率に均等化さ
れている。したがって，すべての相異なる生産部面の利潤の総額は，剰余価値の総額に等
しくなければならず，また，社会的総生産物の生産価格の総額は，その価値の総額に等し
くなければならない。しかし，組成を異にする諸生産部面のあいだに行なわれを均等化
が，つねに， これらの部面を中位組成の諸部面と同等にする方向に向かわざるをえないこ
とは，明らかである……。かようにして，必然的に，諸生産価格を価値の単に転化された
諸形態となす傾向，または，諸利澗を剰余価値の単なる諸部分ーーといっても，各特殊生
産部面で生産された剰余価値に比例してではなく，各生産部面で充用された資本の量に比
例して，したがって，組成の如何を問わず等しい大いさの資本量には，社会的総資本によ
って生産ざれた剰余価値の総体の等しい大さの分け前（可除部分）が割り当てられるよう
に，分配された諸部分ー一に転化する傾向が，支配する」8)。
このように，マルクスは，「全然または近似的に，社会的平均資本の組成を」
もっている生産部面にあっては，「生産される諸商品の生産価格は， 貨幣で表
現されたそれらの商品の価値と， 全然または近似的に一致する」こと， 「組成
を異にする諸生産部面のあいだにおいても」，競争による一般的利潤率の均等
化により，「必然的に，諸生産価格を価値の単に転化された諸形態となす傾向，
または，諸利潤を剰余価値の単なる諸部分に転化する」こと，を述べているの
である。さらに，上の引用文にすぐ引き続いて，上の引用文を次のように要約
11 
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している。
「かくして，中位の組成，または近似的に中位の組成をもつ諸資本について
・・・・・。・ ・・・
は，生産価格は価値と，そして利潤は，それらの資本によって生産された剰余. . .. . . . . . . .. . 
価値と，全然または近似的に一致する。すべての他の資本は， その組成の如何. . . . . .. . . 
を問わず，競争の圧迫のもとに， これらの資本と均等化されようとつとめる。
しかし，中位組成の諸資本は，社会的平均資本に，等しいかまたは近似的に等. . . . . . . 
しいのであるから，すべての資本は，それら自身によって生産される，剥茶扁
• • • • • 0 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
値の如何を問わず，この剰余価値のかわりに平均利潤を，それら諸商品の諸価．． 
格〔これは個別的価値の貨幣的表現としての価値価格のこと〕を通じて実現しようと. . .. . . . . . . . . . . 
する，すなわち，諸生産価格を実現しようとする」9) (〔 〕も傍点も東井）. . . . . . .
この場合に， マルクスは，「本来困難な問題は， この諸利潤の一般的利潤率
への均等化は，いかにして行なわれるのか， という問題である。なぜならば，
この均等化は，明らかに一つの結果であって，出発点ではありえないからであ. . .. . .. . 
る」10) (傍点は東井）と述べて， さらに次のようにも言う。 「全困難が入ってく． 
るのは，諸商品が単純に諸商品として交換されないで， その大いさに比例して
剰余価値総量からの分け前を，すなわち，大いさが等しければ等しい分け前を
要求する，諸資本の諸生産物として交換される， ということによってである。
そして，与えられた一資本によって与えられた一期間に生産される諸商品の総
価格は， この要求を充たされなければならない。しかし，これらの商品の総価
格〔これは貨幣で表現された価値〕は，この資本の生産物を形成する，個々の商品
の諸価格の総額であるにすぎない」11) (〔 〕内も傍点も東井）。
そこで， マルクスは， この「本来困難な問題」， すなわち 「この諸利潤率ヘ
の均等化は，いかにして行なわれるのか， という問題」を解明しようとする。
「諸商品価値の評価， たとえば貨幣をもってするそれは，ただ諸商品価値の交
換の結果のみでありうるということ」，「これを商品価値と商品価値との現実の
交換の結果として見なければならないということ」により， マルクスは， この
「本来困難な問題」を市場において解明しようとするのである。
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難な問題」を市場において解明するために，「市場価格」＝市場での生産価格と
「市場価値」が，マルクスによって，持ち出されたのであろう。
さて，「相異なる諸生産部面の諸商品が，それらの価値どおりに売られると．
いう仮定は，言うまでもなく，諸商品の価値が重心となって，諸商品の諸価値
はこの重心をめぐって運動し，諸価格の不断の上昇と低落とがこの重心に平均
/ ' 化される，ということを意味するにすぎない」，ー一これを，次のようにも言う
ことができる。すなわち，「諸商品の諸価値は，一つの（一般的な）利潤率が
存在〔しうる〕ためには，すでに平均価格に変容されていなければならない
(modifiziert), あるいはこの変容 (Modifikation)の絶え間のない流れのうち
にあるのでなければならない。この一般的〔利潤〕率に均等化されるものが，各. . . . . .. 
生産部面において剰余価値の前貸資本にたいする割合によって形成される特殊
的利潤率である」12)。相異なる生産部面での諸商品の価値の重心 (Gravitation-
spunkt)とは，価値の面から見れば，「平均価値」 (Durchschnittswert)のこと
であり，その貨幣的評価すなわち価格の面から見れば「平均価格」 -(Durchsch-
nittspreis)のことである。上の引用文での「変容」 (Modifikation)を「偏僑」
(Abweichung)と混同してはいけない，ことはいわずもがなである。
もちろん，相異なる諸生産部面の諸商品の価格と価格の運動を支配するのは
価値法則である。マルクスは言う，「相異なる諸商品の諸価格が，最初まずいか
にして相互に確定または規制されるにせよ，価値法則は，諸商品の諸価格の運動
を支配する。他の事情が不変であるかぎり，諸商品の生産に必要な労働時間が
減少すれば，諸価格は低下し，この労働時間が増加すれば，諸価格は上昇する。
したがって，価値法則による諸価格と価格運動の支配は別としても，諸商品の諸
価値を，単に理論的にのみでなく，歴史的にも，生産価格の先行者 (dasprimus) 
と見ることは，全く適切である」1S)。さらに，この点について，マルクスは繰
り返して述べている。すなわち，「価値法則は価格の運動を支配する， すなわ
ち，生産に必要な労働時間の増減が，諸生産価格を上下させるということを通
じての支配する。」「諸商品の総価値は，剰余価値を規制し，総剰余価値はまた，
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平均利潤の高さと，したがって一般的利潤率との高さを規制するてー一般的法
則として，または諸変動〔Schwankungen〕を支配する法則として一ーのである. . . . . . . .. . . . . . . . 
から，価値法則は諸生産価格を調節するのである」14) ((〕内も傍点も東井）。
次に，マルクスは，市場価値の平均的規定を与えている。すなわち，市場価値
は，一面では諸商品の一部面での「平均価値」と見られるべきであり，他面ではそ
の部面での平均的諸条件のもとでの大量商品の「個別的価値」＇と見なされるべき
である。この市場価値の平均的規定には，需給の均衡が前提となっていること．．．．．． 
は，次のことからしても明らかである。すなわち，「平均価値での，または，両
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極のあいだにある商品量の中位価値での，諸商品の供給が，普通の需要を充たす．．． 
ばあいには，市場価値〔＝平均価値〕以下の個別的価値をもつ諸商品は，特別剰
余価値，または超過利潤を実現するが，他方，市場価値〔＝平均価値〕以上の個
別的価値をもつ諸商品は，そのうちに含まれている剰余価値の一部分を実現し
えない」（この箇所前出し）（傍点は東井）。 ここでいう需要とは一定の商品量にた
いする支払能力ある社会的欲望の量のことであり，他方，供給とはその商品量
の生産に必要な社会的労働の量のことである。この点はさらに後段で。
この市場価値の平均的規定と対照的に市場価値の限界規定を与える。「最悪
の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市場価値を規制す
るということは，ただ異常な組合せのもとにおいてのみ，行なわれることであ
って，その市場価値もやはり諸市場価格の変動の中心をなす一ーと言っても，
諸市場価格は同種の諸商品にとっては同一である」。 ここに「組合せ」 (Korn-
bination)とは，「上，中，下の企業（群の生産物量）の『組合せ』」15)のことで
はなくして，需要の量と供給の量との「組合せ」のことである。普通の「組合
せ」とは，市場にある商品の「普通の供給量」 (dasgewohnliche Quantum der 
Zufhr)に「普通の需要」 (diegewohnliche Nachfrage)の量が均衡しているこ
とである。したがつて諸「異常な組合せJ (auBerordentliche Kombinationen) 
とは，普通の供給量と普通の需要量とのさまざまな不均衡をいうのである。か
って，吉村動氏は「この異常な組合せ」を次のように理解された。すなわち，
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「この『異常な組合せ』とは，価値の場合に前提されまた当然であった供給と
需要との終局的な一致の崩壊である」16)。表現は少し難解だが， 「異常な組合
せ」を需給の不一致と見られたかぎりではこれは卓見といえよう。
この「異常な組合せ」，すなわち需給の量的不均衡のもとでは， 最悪と最良
の両極の諸条件のもとで生産される諸商品の個別的価値が，市場価値を規制す
るというのである。その限界的市場価値も，やはり，諸市場価格，すなわち，
諸個別的生産価格の，それらの生産に必要な労働時間を増減させることを通じ
ての，変動の中心をなすというのである。 もっとも，これらの同種の諸商品
は，同一の市場において，同一の市場価格をもたなければならないのである。
同種の諸商品にとってのそれぞれの諸市場価格＝諸個別的生産価格は，同一市
場においては一般的生産価格，すなわち，同一の市場価格をもたなければなら
ないのである。だから，マルクスは，その限界的市場価値もやはり「諸市場価
格の変動の中心をなす—と言っても，諸市場価格は同種の諸商品にとっては
同ーである」と言ったのである。
1)'K1IIS. 203-04. Kill (Werke) S. 187-88. 向坂訳本 1/皿， 219-220.長谷部訳本③
155. 委員会訳本④225. 
2) Karl Marx, Theorien ilber den Mehrwert(Vierter Band des .,Kapitals"), 2. 
teil, Dietz Verlag Berlin, 1959, S. 196-97. 大島清・時永淑訳「剰余価値学説史」
（『資本論」第4巻）第2巻第1分冊く4>(大月書店， 1968年4月） 375-76ページ。訳
文はこれによるも一部修正。
3) K1IIS. 191. Kill (Werke) S. 176. 向坂訳本1/Il,206. 長谷部訳本③146. 委員会訳
本④211. 
4) K1IIS. 199-200.Kill(Werke)S. 184. 向坂訳本1/Il,215. 長谷部訳本③152. 委員会
訳本④220 . .,zu ihren Wertpreisen"は， 長谷部訳本でも， 「それらの価値どおりの
価格」と訳されているし，・委員会訳本でも， 「それらの価値どおりの価格」 と訳されて
いる。たしかに，その訳の通りだが， しかし，諸商品の費用価格に，種々に異なる諸利
潤率に応じての，不等の諸利潤が付加されることによって成立する価格を表現する言葉
としては，向坂訳本での「価値価格」が当を得えた訳語である。
5) Kll[S. 199. Kll[(Werke)S.183. 向坂訳本1/l[,214. 長谷部訳本③151. 委員会訳本④
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219. 
6) Kms. 182.KlII(Werke) S. 167. 向坂訳本1/lI,194. 長谷部訳本⑧139. 委員会訳本
④ 200. 
7) KlIIS. 690-91. Km (Werk~) S. 653-54. 向坂訳本2/lI,805-06. 長谷部訳本④
162-63. 委員会訳本⑥826-'-27. 
8) KlIIS. 197-98. KlII (Werke) S. 182-83. 向坂訳本1/lI,213-14. 長谷部訳本③
150-61. 委員会訳本④218-19. 
9) K頂S.198-99. Km (Werke) S. 183. 向坂訳本1/lI,214. 長谷部訳本③151. 委員会
訳本④219: 
10) Kms. 199. Km (Werke) s. 183. 向坂訳本1/lI,215. 長谷部訳本⑧152. 委員会訳
本④220. 
11) KlIIS. 200. Km (Werke) S. 184-85. 向坂訳本1/lI,216. 長谷部訳本③152. 委員
会訳本④220. 
12) Marx, T. 加orien,2. Teil, S. 51. 大島清・時永淑訳本， 102-03.訳本はこれによるも
一部修正。
13) KlIIS. 202. KlII (Werke) S. 186. 向坂訳本1/1[,218. 長谷部訳本③154. 委員会訳本
④ 223. 
14) KlIIS. 205. Km (Werke) S. 189. 向坂訳本1/lI,221ー 22.長谷部訳本⑧156-57. 委
員会訳本④226-27. 
15) その元祖，山本二三丸氏は次のように言われている，「同一商品を生産しながらそれ
ぞれ生産諸条件を異にし， したがってそれぞれ個別的価値を異にする a,b, cが，生
産総量の上でそれがどれだけの割合を占めるかということが『組合せ」の問題であり，
この「組合せ」のいかんによって，市場価値が決定されるのである」。したがって氏は，
「異常な組合せ」は， 「劣悪な条件」のもとで生産される商品部分が相対的に大きいと
• いう「組合せ」のことであり，または「優良な条件」のもとで生産される商品分量が相
対的にいちじるしく大きいという 「組合せ」のことだ， と言われている。山本二三丸
『価値論研究』（青木書店， 1962年6月） 133ペー ジ。
16) 吉村励『現代の賃金理論」（日本詳論新社， 1961年11月） 29ペー ジ。
皿 市場価値の諸規定
説明の便宜上，マルクスが市場価値にかんする諸規定を示すためにこしらえ
16 
マルクスの「市場価値」論について（東井）
た三つのモデルを見ることから，はじめよう。
727 
マルクスは言う，「商品と貨幣とは，いずれも交換価値と使用価値との統ーで
あるとはいえ，われわれはすでに（第1巻第1章第3節），買いと売りとにおい
て，いかにこの両規定が両極に対極的に分割されて，商品（売り手）は使用価
値を，貨幣（買い手）は交換価値を代表することになるか， を見た。商品が使
用価値をもぢ， したがって，一つの社会的欲望を充たすということは，売りの
一つの前提であった。もう一つの前提は，商品に含まれている労働鼠は，社会
的に必要な労働を代表し， したがって，商品の個別的価値（および，この前提の
もとでは同じものであるが，販売価格）は，商品の社会的価値と一致する， という
ことであった」。このことを，マ）レクスは，「一部面全体の生産物をなす市場に
存在する商品量に適用」して，次のように言う，「全商品量を，すなわちまず，
一つの生産部面のそれを，一つの商品と考え，多数の同種商品の価格の総額を，
一つの価格に合計されたものと考えれば，事柄はもっとも容易に示される。そ
うすれば，個々の商品について言われたことが，‘いまやー語ー語，市場に存在
する一定の生産部門の商品量にあてはまる。商品の個別的価値は，商品の社会
的価値に一致するということが，いまでは，廊品総量は，その生産に必要な社
会的労働を含むということ，および商品量の価値は，市場価値に等しいという
こととして，実現されている，またさらに進んで規定されている」1)0
そこで，マルクスは，上述のことを説明するために，次の三つのモデルをこ
しらえる。これらのモデルをこしらえるための，マルクスの想定は，次の通り
である。すなわち， (1)三つのモデルのいずれにおいても所与の全商品量は同一
不変であるということであり， (2)同一の市場にあるこの全商品箪は三つの諸条
件一ー中位的諸条件，最良の諸条件，最悪の諸条件ー一のもとで生産されてい
るということであり， (3)この全商品の大饂をなす商品量がどの諸条件のもとで
生産されているかにしたがってりその商品量に合まれている社会的労働時間，
または前貸総資本にたいする現実の剰余価値の比率，つまり利潤率が変わる，
ということなどである。マルクスの三つのモデルは次の通りである。
17 
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【モデルA】「一部面全体の生産物をなす市場に存在する」 「商品の大量が，
ほぼ同一の標準的社会的諸条件のもとで生産されて，この価値が同時に，この・
商品の大量をなす個々の商品の個別的価値でもある，と仮定しよう。そこで相
対的に小さい一部分は，この諸条件以下で，他の一部分は以上で生産ざれ，し
たがって，一部分の個別的価値は，諸商品の大部分の中位的価値よりも大きく，
他の一部分の個別的価値は，それよりも小さいのであるが，しかしこの両極は
平均されて，両極に属する諸商品の平均価値が，中位の集団に属する諸商品の
価値に等しくなると規定しよう」2)。
【モデルBl「これに反して，市場に出された問題の商品の総量は，同じまま
であるが，しかし，より悪い諸条件のもとで生産された諸商品の価値が，より
良い諸条件のもとで生産された諸商品の価値と均衡せず，したがって，より悪
い諸条件のもとで生産された商品量部分が，中位の商品量にたいしても，他方
の極にたいしても，相対的に著しい大いさをなすものと仮定しよう」3)。
【モデルC】「最後に，中位の諸条件よりもより良い諸条件のもとで生産され
た商品量が，より悪い諸条件のもとで生産された商品量よりも著しく多く，ま
た，中位の事情のもとで生産された商品量にたいしても，著しい大いさをなす
ものと仮定しよう」0。
以上のモデルを数で表示しておこう。あらかじめ数量関係を次のように設定
する。問題の同一市場に存在する同種商品の総量を， 100単位とする。生産諸
条件別の商品生産量を以下の通りとしよう。
モデルA モデルB モデルC
最悪の諸条件 10 75 10 
中位の諸条件 80 20 20 
最良の諸条件 10 5 70 
さて，マルクスの三つのモデルを表示すれば，第 1表「価値と価格」となる
であろう。
さらに，市場価値の決定方式を表示すれば表2の通りとなるであろう。
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いよいよ，表2「市場価値の諸規定」により，マルクスの市場価値にかんす
る諸規定を見よう。
[ 1】 市場価値の規定—中位規定。
表2の〔 1〕のばあいには，「市場価値は，中位的諸条件のもとで生産された
諸商品の価値〔70=55+15〕によって規定されている。総商品量量の価値〔70〕〇
は，中位的諸条件のもとで生産されたものも，それ以下または以上で生産され
たものも含めての，すべての個々の商品の価値の現実の総額・〔7000=90X10+70
X80+5QX10〕に等しい． このばあいには， この商品量の市場価値， または社
会的価値―この商品量に含まれている必要な労働時間ーーは，中位的大量の
価値によって規定されている」5) (〔 〕内は東井，以下，〔〕内はすべて東井）。
「平均価値〔70=(5500+1500)x½o~〕での，または両極のあいだにある商品
量の中位価値〔70=55+15〕での， 諸商品の供給が，普通の需要を充たすばあ
いには，市場価値の個別的価値〔50=40+10〕をもつ諸商品は，特別剰余価値，
または超過利潤〔+200〕を実現するが，他方，市場価値以上の個別的価値〔90
=70+20〕をもつ諸商品は，そのうちに含まれている剰余価値の一部分〔ー200〕
を実現しえない」 （この箇所は前出し）。
このばあいには，相異なる諸条件での利潤の総額 (1500=150+1200+i50)は，
剰余価値の総額 (1500= 200+ 1200+ 100)に等しい。生産価格 (7000=850+5600+
550)は価値 (7000= 900+ 560o+ 500)と，そして利潤 (1500=150+1200+150)は，
ヽ剰余価値 (15~0=200+1200+100) と一致する。
(2) 市場価値の規定ー最悪規定。
表2の〔2〕のばあいには，「より悪い諸条件のもとで生産された商品量〔の
の価値90=70+20〕が，市場価値または社会的価値を規制する」6)。
このばあいに， 現実の生産価格・ (8400=6637½+1470+2921/i) は現実の価値
(8400=6750+ 1400+250)に等しく， 現実の利潤 (1850=1387½+370+921/i> は現
実の剰余価値 (1850=15000+300+50)に等しい。し＇かし，市場価値の総計は，
9000 (=6750+1800+450)であり，生産価格8,400から偏荷している。これは，市
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場価値からの市場価格（＝生産価格）の偏俺である。最良の諸条件での商品の市
場価格58%と，最悪の諸条件のもとでの市場価格88%と，中位的諸条件のもと
での商品の市場価格73;らは，それぞれ市場価値90から偏俺している。市場価値
からの諸市場価格の諸偏侍がここに見出される。また，市場価値90から現実の
「市場価格」＝「平均価格」 84は偏侍している。
(3) 市場価値の規定 最良規定。
表 2の〔 3〕のばあいには，「最良の諸条件のもとで生産された部分〔の価値
50〕が，市場価値を調節する。最良の諸条件のもとで生産された部分が，市場
価格を規制するのをつねとする市場の過充は，ここでは問題外とする。ところ
で，われわれはここでは，市場価値と異なるかぎりでの，市場価格を取り扱う
のではなく，市場価値そのものの種々の規定〔平均規定，最悪規定，中位規定での
すべての市場価値の規定のことである〕を，•取り扱うのである。」7) 。
このばあいには市場価値の総計は5000 (=500+ 1000+3500) であり， 他方，
現実の市場価格＝生産価格の総計は 5800(= 4600 + 1200)で，両者は一致して
いない。すなわち，現実の市場価格＝生産価格は市場価値から偏椅している。
商品一単位について見れば，現実の市場価格＝平均価格58は，市場価値50から
偏俺しそいる。・現実の諸市場価格，すなわち最悪の諸条件での市場価格（＝生
産価格） 82と，中位の諸条件での市場価格（＝生産価格） 67と，．最良の諸条件
での市場価格（＝生産価格） 52-—これらは，市場価値50から偏俺しているの
である。
次に，マルクスは，「実際，まった＜厳密に言って（もちろん現実には， た
だ近似的に，非常にさまざまに変容して (modifiziert)現われるのであるが）」
とことわってから，いわゆる「厳密に言えば」の市場価値の規定に這入る。
(4) 市場価値の規定一一平均規定（その 1)。
表2の〔 1〕のばあいにおけるように，「中位の価値 [70〕によって規制され
る全商品量の市場価値〔7000=70X10+70 X80+70X 10〕は，その個別的価値の総額
〔7000=90X10+70X80+10X50〕に等しい。もっとも，両極で生産された諸商品
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にとっては，この価値〔70=½oo(70X 10+70X80+70 X 10〕は， それらの商品に
押しつけられた，平均価値〔70=½oo(90X 10+70 X80+50X 10)〕として現われる
のである．このばあいには，最悪の極で生産される人々は，彼らの商品を個別
的価値〔90〕以下で売らねばならない。最良の極で生産する人々は，それ〔50〕
以上で売る」8)。このばあいにも，両極の諸条件のもとでのそれぞれの現実の諸
市場価格85と55は，市場価値70から偏侍している。 しかし， 総計として見れ
ば，市場価値の総計は現実の市場価格（＝生産価格）の総計に一致して，そこ
に偏俺は存在していないのである。
(5) 市場の規定ー一平均規定（その 2)。
表2の〔2〕のばあいには，「両極のもとで生産された個別的価値量が，平
均されないで，より悪い諸条件のもとで生産されたものが決定を与える。厳密
に言えば」，表2の〔4〕のばあいには，「各個の商品の，また総商品の各可除
部分の平均価格〔84=½00(6637½+1470+292½) =65½+18½〕または市場価値
〔84〕は，いまや，相異なる諸条件のもとで生産された諸商品の価値の加算に
よって，出てくる商品量の総価値〔8400=6750+1400+250〕と， この総価値から
個々の商品に割りあてられる可除部分〔84=½00(6750+140o+250)〕とによって，
規定されているであろう。かくして得られた市場価値〔84〕は， 良い方の極に
属する諸商品の個別的価値〔50〕に比してのみではなく， 中位の層に属する諸
商品の個別的価値〔70〕に比しても，そのうえにあるであろう。とはいえ， そ
れはなおつねに，不利な極で生産された諸商品の個別的価値〔90〕よりも低い
であろう。市場価値がどの程度までこれ〔90〕に近づくか， または結局これと
一致するかは，もっぱら；不利な極で生産された商品量が，問題の商品部面で
占める範囲にかかっている。需要がわずかでも優勢であれば，’不利な条件で生
産された諸商品の個別的価値 (90〕が，市場価格（これは市場価値の貨幣的表現と
しての市場価格〕を規制する」9)。
この平均規定のばあいには，市場価値の総計は，現実の市場価格（＝生産価
値）の総計とは等しく，両者とともに8400の値をとっている。しかし，現実の
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諸市場価格ー諸条件別で最良の58½，中位の73½，最良の88½は，それぞれ
市場価値84から偏箭している。
(5) 市場価値の規定—平均規定（その 3) 。
「最後に第3のばあい〔表2の〔2〕のばあい〕におけるように」，表2の〔5〕
のばあいには，「有利な極で生産された商品量が， 他方の極のものに比しての
みではなく，中位の諸条件のものに比しても， より大きい範囲を占めるなら
ば，市場価値〔58〕は中位の価値〔70〕以下に下がる。両極と中位との価値総
額の加算によって計算された平均価値〔58=½00(900+1400+3500)〕は， ここで
は中位の価値〔70〕以下にあり，そして，有利な極が占める相対的範囲の如何
にしたがって，あるいは中位の価値に近づき，あるいはそれから遠ざかる。供
給にたいして需要が弱ければ，有利な条件で生産された部分が，その大いさの
如何にかかわらず，その価格〔市場価値の貨幣的表現で58〕を， その個別的価値
〔50〕まで収縮させることによって，無理やりに場所を占める。供給が需要に
たいして，はるかに優勢であるばあいを除けば，市場価値は，この最良の諸条
件のもとで生産された商品の個別的価値〔50〕とは，決して一致しえない」10)。
平均規定（その 3)のばあいにも，平均規定（その 2)のばあいのように，
市場価値の総計は，現実の市場価格（すなわち生産価格）の合計と一致してい
るが，諸条件別の諸市場価格 (82と67と52)は市場価値58から偏箭している。
以上の市場価値の諸規定は「市場価値の法則」であることは言うまでもなか
ろう。これらの市場価値は，最悪•最良規定での市場価値をも含めて，すべて
市場調節的生産価格または市場価格でもある。
ところで以上の市場価値にかんする諸規定では，マルクスによって，次のこ
とが想定されている。すなわち，「生産される諸商品の量は同じままであり，
一つの与えられた量であること，ただ，相異なる諸条件のもとで生産される，
この量の諸構成要素の比率にのみ，変化が生ずること，したがって，同じ商昂
量の市場価値が，種々に異なって規制されること， がそれである」。そして次
のことも仮定されている，すなわち「この商品量が普通の供給量であること，
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その際われわれは，生産された諸商品の一部分が，時に市場から引き上げられ
うるという可能性は度外視する」11)こと，がそれである。
これを表l「価値と価格」で見よう。モデルAとBとCでは，生産される諸
商品の量は，いずれも， 100単位であって，同一不変である。次に，「相異なる
諸条件のもとで生産される，この量の諸構成要素〔Verhaltnisder Bestandteile〕
の比率にのみ，変化が生ずること」とは何か。諸構成要素とは，商品の価値を
構成する要素，すなわち不変資本の価値と可変資本の価値と剰余価値のことで
あろう。 100単位の商品量の諸構成要素の比率を変化させるためには，大量の商
品が生産される諸条件を，三つのうちで諸条件をかわるがわるかえることによ
って可能となる。それによるその100単位の商品量の諸構成要素の変化は， lGO
単位の価値に含まれる不変資本の価値プラス可変資本の価値の比率を変え剰余
価値を変化させて，総価値額をかえるわけである。
さて，マルクスは，これらの想定または仮定のうえで言う， 「そこで， この
商品量にたいする需要もまた，普通のものであるならば，商品はその市場価値
〔＝平均価格〕どおりに売られる。前に研究された三つのばあいのいずれが，
この市場価値を調節するにしても。この商品量は，単に欲望を充たすのみでは
なく，それをその社会的範囲において充たす」12)。
この三つのばあいとは，・市場価値の平均規定のばあいである。．いわゆる「厳
密の言えば」での市場価値の平均規定の三つのばあいのことである。本稿で
の，市場価値平均規定（その 1)と，市場価値の平均規定（その 2)と，市場
価値規定の平均規定（その 3)のばあいである。
ところで，マルクスによれば，市場価値は，一面では「平均価値」であり，
他面では平均的諸条件のもとでの大量商品の「個別価値」でもあった。この規
定は，中位規定と平均規定（その 1)のばあいにのみ妥当する。これは，マル
クスの「市場価値にかんする諸規定のなかで， (1)市場価値の規定一ー中位規定
のばあいと， (4)市場価値の規定一―—平均規定のばあいにのみ該当するものであ
る。 (2)市場価値規定—最悪規定のばあいには，大量商品は，資本の平均組成
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(81知+18½v)のもとで生産されているのではなくして，最悪の組成 (80c+20v)
のもとで生産されている。 (3)市場価値規定—最良規定のばあいにも，大量商
品は，平均組成 (88c+12v)のもとで生産されておらず，最良の組成 (90c+10v)
のもとで生産されている。しかしながら，最悪規定のばあいには，大量の商品
は，平均組成 (81½炉+18½v) に近似的な組成 (80c+2ov) をもつ最悪の諸条件の
もとで生産されている。最良規定のばあいにも，大量商品は，平均組成 (88c+
12v)に近似的な組成 (90c+10v) をもつ最良の諸条件のもとで生産されてい
る。
ところで，マルクスは言う， 「ここで抽象的に述べられた， 市場価値の確定
は，現実の市場では買い手のあいだの競争によって媒介される。もっともそれ. . . . . . .  . . . . . . .. .. . .. . . . . .. 
は，需要が，ちょうど商品量をかように確定されたその価値をもって吸収する. . . . .. .. . .. . . . . . . . . 
だけの大いさであることを，前提してのことである」13) (傍点は東井）。 具体的
に言えば，市場価値の中位規定，最悪規定，平均規定での市場価値の確定は，
需要がちょうど 100単位の商品量をかように確定されたその価値，すなわち，
中位規定では 7000(=70X100), 最悪規定では9000(=90X100), 最良規定では
5000 (=50X100), 平均規定（その1)では7000(=70 X 100), 平均規定（その 2)
では 8400(=84Xl00), 平均規定（その 3) では 5800(=58X100), ー ーをもっ
て吸収するだけの大いさであることを，前提としているのである。
ここで，「需要が，ちょうど商品量をかように確定されたその価値をもって
吸収するだけの大いさであるものと前提されている」ことに焦点を合わせよ
う。上の引用文にすぐ続けて，マルクスは言う，「商品が使用価値をもつとい
うことは，それが，何らかの社会的欲望を充たすということにほかならない」
のであって，「一方の側に一生産部門全体の生産物がたち， 他方の側に社会的
欲望が立つことになれば，この充たされるべき欲望の量が，一つの本質的要素
となる」のであって，「この社会的欲望の程度，すなわち量の考察」14) が必要
となる。（したがって，市場価値を「需要と供給との量」との関連のもとで考
察することが，必要である。節をあらためて考察しよう。 一以下次号一
26 
マルクスの「市場価値」論について（東井） 737 
1) K頂S.207-08. K皿(Werke)S. 191-92. 向坂訳本1/皿， 224-25.長谷部訳本③
158. 委員会訳本④229~30. 
2) K皿S.208. K皿 (Werke)S. 192. 向坂訳本1/皿， 225.長谷部訳本③158. 委員会訳
本④192. 
3) K皿S.208. K皿(Werke)S. 192. i向坂訳本1/皿， 225.長谷部訳本③159. 委員会訳
本④230. 
4) K皿S.208. K皿 (Werke)S. 193. 向坂訳本1/皿 226. 長谷部訳本③159. 委員会訳
本④230_:31. 
5) K皿S.20_8. K皿(Werke)S. 192. 向坂訳本1/皿， 225.長谷部訳本③158-59. 委員会
訳本④230. 
6) K皿S.208. K皿(Werke)S. 192. 向坂訳本1/圃， 225-26.長谷部訳本③159. 委員
会訳本④230. 
7) K皿S.208-09.K皿(Werke)S. 192-93. 向坂訳本1/皿， 226.長谷部訳本③159. 委
員会訳本④231. 
8) K皿S.209. K皿(Werke)S. 193. 向坂訳本1/皿， 227.長谷部訳本③159. 委員会訳本
④ 231. 
9) K頂S.209-10. K皿(Werke)S. 194. 向坂訳本1/皿， 227.長谷部訳本⑧159. 委員会
訳本④232. 
10) K皿S.210. K皿(Werke)S. 194. 向坂訳本1/皿， 227-28.長谷部訳本④232. 
、11) K皿S.210. K皿(Werke)S. 194-95. 向坂訳本1/皿， 228.長谷部訳本③160. 委員
会訳本④233. 
12) K皿S.211. K皿(Werke)S. 194. 向坂訳本1/皿， 228-29.長谷部訳本⑧160. 委員会
訳本④233. 
13) K皿S.213. K皿 (Werke)S. 194. 向坂訳本1/皿，228.長谷部訳本③160. 委員会訳本
④ 232-33. 
14) K皿S.210. K皿 (Werke)S. 124. 向坂訳本1/皿， 228.長谷部訳本⑧160. 委員会訳
本④232-33. 
27 
